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新年明けましておめでとうございます。令和3年の年頭にあたり、皆様に謹んで新春のお慶びを申

し上げます。

昨年は、9月に本県出身の菅義偉氏が内閣総理大臣に就任するという誠に喜ばしい出来事があり

ましたが、一方で、新型コロナウイルス感染症という未知の脅威が世界中で猛威を振るい、先の見え

ない不安の中で国内外の経済は大きく混乱しました。本県の事業者にとっても、コロナ禍の直撃に

よる売上減少や雇用維持等に苦慮しながらも、国の持続化給付金や雇用調整助成金の特例措置等に

加え、各自治体による金融施策やクーポン券発行等の経済回復に向けた様々な支援策を活用して耐

え凌いだ1年となりました。

また、新型コロナウイルス感染拡大による人との接触を避ける新たな生活様式の定着は、在宅勤

務等働き方を多様化し、Web会議、キャッシュレス、ロボット等非接触技術の普及を加速した他、医

療、教育など様々な分野においても、今までとは異なる価値観とニーズに基づく新たな市場やビジ

ネスを登場させるきっかけとなりました。

今後、事業者が変化する市場のニーズに対応して行くためには、従来の方法等を今一度点検し、各

事業者が持つ強みや経営資源を持ち寄り、不足する部分は互いに補完し合いながら、共通の課題に

共同で取り組むという企業間連携の強化が益々重要になるものと考えます。

本会は、「強い組合・強い企業づくり」を推進するため県内中小企業の連携支援を柱に活動を展開

しておりますが、このコロナ禍においては、これまで蓄積したノウハウを生かし、事業者ニーズを吸

い上げながらタイムリーな情報と効果的な支援を提供するという本会の役割を十分に発揮して行

くとともに、支援機関として価値のある活動を継続して行くため、事業者に寄り添った手厚い支援

やコーディネートができる人材の育成に力を入れて参ります。

今年は丑年です。牛は古くから農業において地道に人々を助けてくれる大切な生き物でした。そ

の様子から一説では、丑年は「忍耐。これから発展する前触れ」の年といわれています。昨年末、英国、

米国において新型コロナワクチン接種が開始され、感染症収束に向けた一筋の光がようやく見え始

めたものの、耐える時期はもう少し続くと思われます。また、今年は東日本大震災発生の被害から丸

10年を迎える節目の年でもあります。大震災からの復興そしてコロナ禍の克服に向けた地道な取組

を皆様と一緒に続けることで、新たな発展に繋がる価値ある年にしたいと願っております。

最後になりますが、皆様のご繁栄とご多幸をお祈り申し上げ、新年のご挨拶といたします。

年頭所感
秋田県中小企業団体中央会

会　長　藤　澤　正　義
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新年明けましておめでとうございます。

皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのことと、心からお慶び申し上げます。

昨年は、新型コロナウイルス感染症が世界的規模で流行し、県内経済も大きな影響を受けました

が、そうした中でも、菅義偉氏が本県出身者として初めて内閣総理大臣に就任するとともに、ブラウ

ブリッツ秋田がリーグ優勝・J2昇格を決めるなど、県民に勇気と希望をもたらす明るい話題もあり

ました。

県政の推進においては、感染症の拡大防止に向けた対策を講じる一方で、制度融資の拡充による

資金繰り支援や、県民向けプレミアム宿泊券・飲食券の発行などを通じて、県内経済の早期回復に

取り組んでまいりました。

また、懸案の人口減少問題では、これまでの取組の成果に加え、感染症による県外転出の抑制傾向

などから直近1年の社会減が19年ぶりに3千人を割り込みました。農業では、県産米の新品種の名称

が「サキホコレ」に決定し、初出荷に向けた準備が順調に進んでいるほか、エネルギー関連では、洋上

風力発電や地熱発電の取組が進捗するなど、本県のポテンシャルを生かした事業が動き出しており

ます。

今後は、地方回帰の流れや温暖化防止に向けた動きなど、時代の要請を追い風とし得る施策の展

開を図っていくことが重要となることから、引き続き感染拡大防止に全力で取り組むとともに、デ

ジタル・トランスフォーメーションの推進や首都圏等からの人材誘致、本県の強みを生かした再生

可能エネルギー関連産業の振興などに取り組み、最終年度を迎える「第3期ふるさと秋田元気創造プ

ラン」の着実な推進を図ってまいりたいと考えております。

秋田県中小企業団体中央会の皆様におかれましては、本県中小企業のよきパートナーとして、ま

た、地域経済活性化の推進役として一層のご尽力を賜りますようお願い申し上げます。

結びに、新型コロナウイルス感染症が一日も早く収束し、世界に安寧が訪れることを切に望み、新

しい年が皆様にとって希望に満ちた飛躍の年となりますようご祈念申し上げ、年頭のごあいさつと

いたします。

年頭所感
秋田県知事

佐　竹　敬　久
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明けましておめでとうございます。令和3年の年頭に当たり、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

昨年を振り返りますと、全世界を通じて新型コロナウイルス感染症という未知のウイルスの発生

に苦悩する1年となりました。加えて、豪雨災害の発生、人材不足、事業承継問題、働き方改革への対

応等も相俟って、中小・小規模事業者は、事業存続の危機的状態に直面しました。また、昨年9月に「自

助・共助・公助、そして絆」を政策理念に掲げる菅新政権が誕生しました。菅政権の下、新型コロナ

ウイルスの収束に向けて、効果的な感染拡大防止対策と経済の回復を両立させる政策を実行してい

ただいており、足腰の強い中小・小規模事業者の実現に向けた政策推進が期待される一方、DXをは

じめとする改革実行により、中小・小規模事業者自身の経営変革が迫られています。

このような状況の中、中小・小規模事業者は、デジタル化による生産性向上が急務であり、個々の

自助努力に加えて、中小企業組合等による企業間の連携強化、共同化・協業化、経営資源の集約化を

通じた取組みが重要になっています。

昨年10月22日に茨城県のザ・ヒロサワ・シティ会館にて開催した第72回中小企業団体全国大会

では、全国各地から中小企業団体の関係者380名に加え、オンライン配信での多数の参加を得て、新

型コロナウイルス感染症及び多発する自然災害からの復興支援を図るとともに、ものづくり支援、

取引力の強化や経営基盤の強化支援等の拡充等を決議し、政府・与党、関係機関等に要望をいたし

ました。

全国中小企業団体中央会は、都道府県中央会とともに「つながる　ひろげる　連携の架け橋」のス

ローガンの下、組合が持っている企業同士の「連携力」を大いに発揮し、サプライチェーン全体の共

存共栄と新たな連携を構築すべく活動してまいります。

新型コロナウイルス感染拡大防止と経済活動の両立、とりわけ、需要の縮小とそれに伴う倒産と

廃業の増加を克服すべく、新分野進出、業態転換、事業転換、事業承継、デジタル化など様々な課題に

果敢に挑戦する中小・小規模事業者を全力で応援してまいります。

また、本年は、東日本大震災から10年が経過する節目の年であります。我が国が一丸となって新型

コロナウイルス感染症を克服し、東京オリンピック・パラリンピックの開催を通じて、世界に、災害

からの復興と日本の中小・小規模事業者の魅力を発信する絶好の機会となることを願っております。

結びに、本年が中小企業組合と中小・小規模事業者の皆様にとりまして、安心して事業活動を行

う環境が整い、新たな成長への道筋をつける1年となりますことを心よりご祈念申し上げまして、新

年のご挨拶とさせていただきます。

� 令和3年元旦

年頭に当たって
全国中小企業団体中央会

会　長　森　　　　洋
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明けましておめでとうございます。令和3年の新春を迎えるにあたり、秋田県中小企業団体中央会

並びに会員組合、組合員企業の皆さまに、謹んで新年のお慶びを申し上げます。

昨年は新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、わが国の経済社会活動は大きく停滞いたしまし

た。緊急事態宣言による営業活動の自粛や入国制限によるインバウンド需要の蒸発などにより直接

的な影響を受けた飲食・宿泊業だけでなく、様々な事業者が広範な影響を受けました。さらに、在宅

勤務や時差出勤といった柔軟な働き方への対応など、中小企業の経営は、従前にも増して多様化が

求められています。

このような中、私ども商工中金は、危機対応業務をはじめとする円滑な資金繰り支援に全社を挙

げて取り組んでまいりました。コロナウイルスの影響はまだ予断を許さない状況が続いています

が、新常態と呼ばれる新しい生活様式の定着と産業構造の大きな変革も見据えて、真にお客さま本

位で長期的な視点から、今後も中小企業及び中小企業組合の企業価値向上に貢献してまいります。

具体的には、ウィズコロナを見据えた事業転換や新事業への進出、業務のデジタル化、経営改善、

事業再生などに取り組む中小企業の皆さまに対する支援を重点的に行ってまいります。接触が難し

い中でもオンライン会議などを活用して日ごろからのリレーションを一層強化し、お客さまの経営

課題やニーズを深堀してまいります。さらに、地域金融機関や外部専門機関との連携・協業を密に

行い、当金庫の特長を生かしたソリューションを提供してまいります。

また、こうしたビジネスモデルを支える屋台骨として、引き続きコンプライアンスの徹底や内部

管理態勢の強化に取り組むとともに、職員の能力を最大限に発揮するため、ダイバーシティの推進

等に取り組んでまいります。

さて、昨年10月に秋田支店長として着任したところですが、秋田県の素晴らしさ、県内の皆さまの

実行力・団結力、地域経済発展に向けた思いを強く感じております。「中小企業による、中小企業の

ための金融機関」として、皆さまから信頼され、支持され、これまで以上にお役に立てるよう、支店職

員一同、全力で努力を続けてまいりますので、今後とも格別のご指導とお引き立てを賜りますよう

お願い申し上げます。

年頭にあたり、皆さまのご繁栄とご健勝をお祈りいたしましてご挨拶とさせていただきます。

年頭所感
株式会社商工組合中央金庫

秋田支店長　清　水　　　剛
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丑年に設立した組合に伺いました
� 〜令和3年の抱負・期待すること〜

新 春 特 別 企 画

2020（令和2）年は、催し物・行事の中止や外出自粛による経済の低迷など、新型コロナウイルス
の影響一色の一年となりました。
そこで、新年が良い年となるように願いを込め、2021（令和3）年の抱負や期待することについて、
丑年に設立された組合に伺いました。

①　  組合紹介（PR含む） ②　  令和3年の抱負や期待すること

①秋田県菓子工業組合（塚本高理事長）は1961（昭和36）年9月に設立しまし
た。以来、県内の菓子製造業者の業界団体として、食品表示法やHACCP等に関
する研修会の実施などに取り組んできました。組合員は現在94社で、そのほぼ
全てが自店のみを経営し、製造から小売までを手掛ける小規模事業者です。古
くは、組合の賦課金として、砂糖の取扱量に応じた差等割ならぬ「砂糖割」があ
りました。
　本組合には地区ごとに支部があり、支部の活動が各地で活発に行われてい
ます。
　菓子業界は、新型コロナウイルスの影響により、一部に巣ごもり消費の恩恵
がみられましたが、全体的には大変苦戦している状況です。

　そのような中、今年6月からは全ての食品事業者に対してHACCPに基づく衛生管理が義務化される
こととなっており、教育情報事業に力を入れています。

②今年は、何よりもまず、新型コロナウイルスの終息を期待します。終息したあかつきには、お菓子に
関するイベントを開催したいと思っています。
　先日、隣県の岩手県菓子工業組合の講習会にZOOMで参加しましたが、コロナ禍を機にICTの活用が
進み、物理的距離に関係なく、講習を受けることができるようになったので、本組合においても取り組
もうと考えています。
　また、6月のHACCP義務化に向け、組合員への情報提供等に、迅速に対応して参ります。

①協同組合横手卸センター（和泉正之理事長）は、1973（昭和48）年3月に卸売
業者等24社で設立しました。現在は、組合員等の異業種44社で構成されてお
り、秋田県南の流通拠点として地域の安定と繁栄に貢献しています。
　また、刻々と変化する社会情勢に対応すべく、様々な情報提供や共同事業を
行い、強い結束力を維持しております。
　具体的な事業としては、教育研修・福利厚生・環境美化・感染症対策・広
報編集・金融・購買・損害保険・除雪委託・
燃料委託など多岐に及んでおり、組合員
等に最大限の組合メリットを提供して
おります。

　また、組合員等事業所に勤務されている方への福利厚生の充
実を図るため、2018（平成30）年4月には県内組合では初となる
「企業主導型保育園」を組合の敷地内に開園し、働きやすい環境
作りを進めています。この保育園は、定員の半数まで近隣住民の
方も利用できるようになっており、社会貢献の一環としてもそ
の存在価値を高めています。今後も安定した運営と健全な保育
を目指して参ります。

②今まさに卸売業の概念が変化しつつある中、2023（令和5）年に迎える設立50周年に向けて、今後も
「相互扶助の精神」に基づき、ディフェンス（守り）とチャレンジ（挑戦）をバランス良く調和し、時代の
流れに乗り遅れないよう努力していきます。

［塚本理事長］

［和泉理事長］

［ハロウィーンの仮装を行う園児たち］

秋田県菓子工業組合� 〈設立60年〉

協同組合横手卸センター� 〈設立48年〉
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①秋田県葬祭業協同組合（半田雅之理事長）は1973（昭和48）年に設立しまし
た。1994（平成6）年に一般公募により、「トワニー秋田」の名称とシンボルマー
クを制定し、2014（平成26）年には、県と本組合及び全日本葬祭業協同組合連
合会の3者間で「災害時における棺及び葬祭用品の供給等の協力に関する協
定」を締結しました。この災害協定の締結を契機に、2017（平成29）年から県の
総合防災訓練に参加しています。
　2020（令和2）年は新型コロナウイルス
の影響により、家族葬が大幅に増え、5年先
には来るであろうと予想していたことが
前倒しとなりました。それに加え、感染防

止の観点から葬儀後の会食を行わないことが常態化したため、葬
儀件数の増加に反比例して葬儀業者の売上は減少しています。
　価格競争では経営が成り立たなくなるので、付加価値をつけた
グレードの高いサービスを実施し、顧客満足度を上げるとともに、
利益も確保していきたいと思っています。

②本来であれば、今年は本県で全葬連の全国大会が開催される予定でしたが、新型コロナウイルスの影
響で来年に延期となったので、それに向けた準備を行う年にしたいと考えています。講演には、葬儀の
専門学校を卒業し、当業界に携わったことがある本県出身の壇蜜さんを招く予定で計画しています。
　また、若い人たちを中心に葬儀を軽視する傾向が見られるので、日本の伝統的な儀礼文化を残して
いきたいです。昨年は、家族葬が一気に広まりましたが、家族葬だからといって親しい人たちが弔問で
きない状況をつくるのはいかがなものかと思うので、元に戻していきたいと思っています。

①秋田市通町商店街振興組合（佐藤政則理事長）は1985（昭和60）年に設立し
ました。設立当初は歩道がなく狭い通りでしたが、1998（平成10）年に高度化
事業による街区整備が完了し、現在の街並みとなりました。
　この際に整備された広い歩道や車道を活用して、様々なイベント等の取組
を行っており、イベントの企画内容については、月に1〜 2回、10名程度が集
まって開催される販促会議で話し合って決めています。
　近年は、街区が隣接する秋田市大町商店街振興組合と連携し、新春夢綱引き
などの取組を実施しています。
　本組合には若手が多くおり、イベン
トの実行部隊として、スピーディーな

情報処理につながっていることが強みです。
　この強みを活かして、イベントを開催するだけでなく、来て
くれたお客さんにお店に入ってもらい、リピーターとなって
もらうことを目指しています。そのためにも、お客さんがワク
ワク、ドキドキするような仕掛けを行い、お客さんが足を運び
たくなる商店街にしていきます。
　新型コロナウイルスの感染防止対策については、各店で飛
沫防止シートの設置等の対策を講じていますので、安全・安
心な通町商店街にぜひ、お越し下さい。

②新型コロナウイルスの一刻も早い終息を願うとともに、当面は、感染対策等に細心の注意を払って
活動していきたいと考えています。本組合は、「楽しい通町商店街」を目指しており、冬にはあったか企
画、4月1日にはエイプリルフール企画、4〜10月の毎月第4土曜日には通の市などの各種イベントを感
染状況を考慮しながらできる限り開催し、コロナ禍で元気がなくなっている地域の盛り上げ
につなげていきたいと思っています。

［半田理事長］

［佐藤理事長］

［防災訓練の様子］

［イベントの様子］

秋田県葬祭業協同組合� 〈設立48年〉

秋田市通町商店街振興組合� 〈設立36年〉
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12月9日（水）、秋田市の秋田キャッスルホテ
ルにおいて、佐竹秋田県知事と本会役員による
懇談会を開催しました。

開催にあたり、藤
澤会長は「新型コロ
ナウイルスの感染拡
大は終息しておら
ず、経済の先行き不
安が払拭できない中
で、中小企業・小規
模事業者が経営課
題を克服し、成長を
続けるためには企業
同士の連携が不可欠

であり、組合の設立に加え、多様な連携が求め
られており、中央会の果たすべき役割はますま
す重要になると考えている。本会としては中小
企業の生の声を収集することが支援活動の第
一歩であると考え、新型コロナウイルス感染防
止に注意しながら、訪問や電話などにより全て
の会員組合へ巡回を行っている。その際に持ち
帰った問題点・課題等については、情報を共有
し、タイムリーな支援活動につなげている他、新
年度に向けて新たな支援事業を企画するなど、�

組合等を通じて県内企業の振興・発展につな
がるよう取り組んでいる。今後とも、なお一層
のご指導・ご支援をお願いしたい。」と挨拶し
ました。
一方、佐竹知事は

「今年度は新型コロ
ナウイルスの影響を
受けた県内経済の早
期回復を図るため、
プレミアム宿泊券・
飲食券の発行や制度
融資の拡充による資
金繰り支援などの
施策を講じてきた。
新年度は県内企業が電気自動車の部品製造に
向かうような体制や支援を大いにやっていく。
様々な面でバランスのいい産業政策を講じる
とともに、国土強靱化の予算を活用して公共イ
ンフラの整備にも取り組んでいきたい。業態変
化や新しい産業の育成は、中央会の仕事でもあ
るので、情報交換を密にしながら進めていきた
い。」と挨拶がありました。
懇談会では、藤澤会長はじめ、役員より下記
の5分野11項目の要望を行いました。

佐竹秋田県知事との懇談会を開催
	 〜インフラ整備など5分野11項目を要望〜

［懇談会の様子］

［挨拶をする藤澤会長］ ［挨拶をする佐竹知事］

◎インフラ整備
○県内高速道路ネットワークの早期完成と主要幹線道路の拡張について
○�奥羽・羽越両新幹線の実現に向けた整備促進及び秋田新幹線トンネル整備（赤渕〜田沢湖間）の早期
実現について
◎中小企業組合・中央会等に対する支援の拡充
○�中小企業連携の専門的支援機関である中央会に対する商工団体組織活動強化費補助金の確保及び強
化について
◎「中小企業振興条例」に基づく産業支援
○�新型コロナウイルスによる倒産・廃業防止に関する中小企業支援施策の継続推進と県内産業の持続
的発展に必要な支援の拡充について
○新型コロナウイルス対策等中小企業支援施策に関する年度跨ぎの実施について
○中小企業が連携して実施する展示会等への共同出展及び共同販売に関する事業への支援について
○人材確保を目的とした業界PR活動等の実施に対する支援について
○地場企業に対する支援強化について
◎官公需関連
○公共工事の早期発注とゼロ県債の拡大等による一層効果的な発注平準化施策の推進について
○地元中小企業・小規模事業者の受注機会拡大の措置と市町村への働きかけについて
◎外国人材の活用等について

○�外国人労働者の特定技能在留資格に関する産業分野の拡大の国等への働きかけ及び外国人材の
活用に関するサポート支援強化について
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理 事 長 藤　澤　正　義

副理事長 齋　藤　　　靖

副理事長 石　垣　勝　康

秋田市川尻町字大川反170-44
TEL 018（863）9222　FAX 018（863）9995

秋田県鐵構工業協同組合

〒010-0975　秋田市八橋字下八橋191-29

TEL 018-862-0022　FAX 018-862-5288

コーディネート秋田協同組合

理 事 長　佐　賀　善　美
副理事長　安　宅　信　昭
専務理事　　　橋　康一郎

秋田県中小企業団体中央会
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秋田駅から歩いて5分
秋田の食の玄関口

理事長　進藤  政弘

秋田市民市場
akitashiminichiba.com
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秋田県骨材工業組合
三　浦　　　尚
大　滝　善　美
岡　部　秋　男
小　林　正　信
竹　田　　　恵

理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事

〒010-0941　秋田市川尻町字中島212番地の1
☎018-862-8535　FAX 018-863-4564

秋田県自動車整備商工組合

〒010‐0962 秋田市八橋大畑二丁目12番63号
TEL 018‐823‐6546 FAX 018‐863‐4603

理 事 長

常務理事

三　浦　廣　巳

〃
畠　山　信　悦

〃
齋　藤　幸　悦
高　橋　富　男

〃 石　黒　壽佐夫

田　中　　　寿
専務理事

副理事長

佐々木　義　弘

秋田県電機商業組合
理事長　小　松　久　雄

外役員一同

秋田市旭北錦町1番47号秋田県商工会館内5F
TEL 018-823-1635　FAX 018-827-3676

理事長 大　門　一　平

〒010-0921　秋田市大町一丁目3番8号
TEL.018-823-0413／FAX.018-863-3851

秋田県印刷工業組合

谷　藤　健　二
佐　藤　弘　康

太　田　博　之

〒018－0951　秋田市山王三丁目1番22号
TEL：018（862）4972　FAX：018（862）4997

理 事 長　　白  石  光  弘
副理事長　　打  矢  正  敏
専務理事　　中  安  則  光

TEL.018-864-3320　FAX.018-864-3335

理事長　村　岡　淑　郎
〒010-0923  秋田市旭北錦町1-47 県商工会館

秋田県再生資源商工組合
代表理事　小野寺　盛

〒011-0901  秋田市寺内字イサノ134番地1
TEL 018-864-4691／FAX 018-823-5023

電気のある暮らし安全・安心を守ります。

秋田県電気工事工業組合
理事長　千　葉　三四郎

秋田電気安全サービス
【本　　部】秋田市泉南1丁目1番18号
 　　　　 ＴＥＬ.018-824-1587
【本荘支所】由利本荘市石脇字田尻野35-75
 　　　　 ＴＥＬ.0184-22-8555
【能代支所】能代市字西大瀬23-20
 　　　　 ＴＥＬ.0185-52-5202
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理 事 長 野　口　久　栄

〒010-0001 秋田市中通六丁目4番29号
電話 018-831-1276 FAX 018-838-1167

秋田県室内装飾事業協同組合

〒010-0061 秋田市卸町1-3-2　TEL.018-823-8192㈹　FAX.018-863-1879
ホームページ　http://www9.plala.or.jp/buturyuukyou/

秋田県トラック運送事業協同組合
秋田県物流センター協同組合秋　ト　協　組

◆秋田県トラック運送事業協同組合

理 事 長　齊藤　正敏　㈱八幡平貨物
専務理事　梅村　春男　米代トラック㈱
理　　事　藤原　菅也　秋田港北トラック㈱
　 〃 　　西宮　公平　秋田海陸運送㈱
監　　事　三浦　昌貴　税理士法人RINGS

◆秋田県物流センター協同組合

理 事 長　齊藤　正敏　㈱八幡平貨物
副理事長　佐藤　利雄　㈱丸五急送
　 〃 　　小林　　誠　第一道路運送㈲
専務理事　梅村　春男　米代トラック㈱
理　　事　藤原　菅也　秋田港北トラック㈱
　 〃 　　西宮　公平　秋田海陸運送㈱
　 〃 　　小沼　廣慈　㈲小沼運輸
　 〃 　　畠山　　亨　㈱八森運輸
　 〃 　　加藤　幹雄　㈲アスカ物流
監　　事　伊藤　宏基　アイビーデリバリー㈱
　 〃 　　嵯峨　誠子　㈱太平陸送運輸

“協同”“協同”経営理念

理事長　藤原寛市

50

辻　昭久

秋田卸団地の愛称は

『あぎいぃね卸町』
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官公需適格組合

能代山本生コンクリート協同組合

秋北生コンクリート株式会社
中 友 商 事 株 式 会 社
能代中央生コン株式会社

秋田県能代市字下悪戸83-2
秋田県能代市河戸川字下西山41
秋田県山本郡八峰町峰浜沼田字上釜谷1-13

TEL（0185）58-2503
TEL（0185）54-2241
TEL（0185）76-3388

フライアッシュ混合コンクリート（JIS規格品）
フライアッシュ混合コンクリートについては
環境ラベルを表示しております

〒016-0115 秋田県能代市字悪戸115-9
ＴＥＬ （0185）58-3560／ＦＡＸ （0185）58-3525

しゅう きょうでん

電気管理技術者  受付中

TEL 018-863-1833　e-mail ⁄akiden01@poplar.ocn.ne.jp

《 独立開業を応援します 》

秋田県保険代理業協同組合
理事長　工 藤 和 夫

認可番号　仙財金　第731号

新 谷 明 弘

株式会社あきぎんリサーチ&コンサルティング

代表取締役社長　石 川 　 聡

秋田市山王三丁目2番1号(秋田銀行本店5階)　TEL 018-863-1221

頑張る中小企業を
  『信用保証』と『経営支援』で応援します

本所　〒010‐0923　秋田市旭北錦町1番47号
（秋田県商工会館内）

TEL018(863)9011　FAX018（863）9188

会長　関根　浩一

高橋めぐみ社会保険労務士事務所
〒010‐1612  秋田県秋田市新屋豊町10番32‐2号
TEL 018‐863‐3467　FAX 018‐811‐2540 〒011-0901 秋田市寺内字三千刈110-1

TEL.018-888-3500　FAX.018-888-3505

代表取締役社長　畠 山　紀 夫
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〒010-0975  秋田市八橋字下八橋191-29
TEL 018-862-5141／FAX 018-862-5288

URL http://www.a-fiveone.co.jp/

秋田ファイブワン工業株式会社

《繊維製品加工販売業》

　　取締役会長　佐 賀　善 美
代表取締役社長　佐 賀　善 廣

本社・工場：秋田市川尻町字大川反170－49　TEL 018（864）6200（代）
建設事業部：秋田市川尻町字大川反170－19　TEL 018（888）3666
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 URL ： http://www.k-chiyoda.jp

  見えないけれど支えている
高度な鐵構技術で建設業界の未来に貢献する
それが“CHIYODA VISION”(チヨダ ヴィジョン）です

千代田興業株式会社

『　　　　　　　』我慢 そして 飛躍

株式会社トラフィックレンタリース

代表取締役　小野寺　正臣

秋田県秋田市泉字登木234番地

TEL018‐865‐0266／FAX018‐865‐0267

「必要な車」は、借りる時代です。
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〒014‐1113　秋田県仙北市田沢湖卒田字柴倉135
TEL 0187‐44‐2942  FAX 0187‐44‐3287

秋田県鹿角市八幡平字谷内下モ平116-12　TEL 0186-34-2011　FAX 0186-34-2013

株式会社  八幡平貨物
謹 賀 新 年

秋田県外国人技能実習生
受入組合連絡協議会

会　長　　村　田　孝　治
顧　問　　佐　賀　善　美

事務局  〒010-0923  秋田市旭北錦町1番47号（秋田県中小企業団体中央会内）
TEL 018-863-8701／FAX 018-865-1009

会　長　佐賀　善美

副会長　村田　孝治

副会長　工藤　一真　

幹事長　鈴木　健志

事務局  〒010‐0923
　　　  秋田市旭北錦町1番47号（秋田県中小企業団体中央会内）
　　　  TEL：018‐863‐8701  FAX：018‐865‐1009
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ETC高速割引制度事業をご利用下さい！

秋　田　支　店　　〒010-0951  秋田市山王2-1-43

・秋　田　支　社　　　TEL:018-865-0561

・大館営業支社　　　TEL:0186-49-0392

株式会社

保険と暮らしの相談センター

●URL https://www.akitahoken.co.jp
秋田本社　〒010-0951 秋田市山王6丁目5-9
　　　　　FAX：018-864-6922／TEL：018-864-6921

I S 0 9 0 0 1
JUSE-RA-2015
対象業務：損害保険代理業務・生命保険代理業務 https://www.aioinissaydowa.co.jp/

取締役相談役　　　蒔苗　昭三郎
代表取締役会長　　  辻　　良之
代表取締役社長　　吉田　　進
〒010‒0941 秋田市川尻町字大川反 170‒92 
Tel :018‒823‒4645　Fax:018‒823‒7559 
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景況レポート
（11月分・情報連絡員60名）

悪化割合が減少し、全体景況DI値が上昇

※…DI値とは、Diffusion…Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、増加（好転）したとする企業割合から、
減少（悪化）したとする企業割合を差し引いた値です。

【概況（全体）】
11月分の県内景況は、前年同月と比較して景況が「好
転」したとする向きが8.3％（前回調査5.0％）、「悪化」が
55.0％（同68.3％）で、業界全体のDI値は－46.7となり、
前月調査との比較では16.6ポイント上回った。
全国の景況DI値は前月調査と比較して0.5ポイント
下回っており、新型コロナウイルスの感染者数が急増し
た近畿ブロックにおける景況DI値の大幅な下降が影響
した。一方で、東北・北海道ブロックの景況DI値は前月
調査と比較して0.7ポイント上回る結果となった。

【業界別の状況】
新型コロナウイルスの影響が続いており、特に製造
業における悪化割合が依然として大きい状況となって
いる。
一方、非製造業では、�Go�Toキャンペーン等の効果に
より、悪化割合が小さくなったため、景況DI値が前月を
大幅に上回った。
しかし、今後の先行きが見通せない業界が依然として
多くあり、決して楽観視できない状況である。

【業 界 の 声】　〜製 造 業〜 （回答数：24名　回答率：100％）

食… 料… 品
（ パ ン ）

新型コロナウイルスの影響により、食パン、菓子パンともに苦戦が続いており、特にスー
パー等における小売は前年割れが続いている。

食… 料… 品
（精穀・製粉）

Go…Toトラベルや各種地域商品券等の効果により、徐々に回復する傾向がみられた。例
年12月は繁忙期となるが、今年は「巣ごもり」が予想され、年末年始の帰省動向が不透明
であるため、生産計画を立てるのが難しい状況である。

繊 維 工 業
（ニ ッ ト）

医療用ガウンの大量受注も先月で終わり、少量の受注を継続している組合員もいるが、
例年以上に閑散期の受注量が減少している。今後、第3波で再び緊急事態宣言が出される
可能性があり、先行きが懸念される。

繊 維 工 業
（ 繊 維 ）

新型コロナウイルスの影響で百貨店を中心にアパレル商品の売上が大幅減となってお
り、それに伴い組合員企業の受注も昨年に比べ大幅に落ち込んでいる。10月まではかろ
うじて医療用ガウンで凌いできたが、11月からはこの医療用ガウンの仕事も減少して
おりこの分の穴埋めができていない状況にある。（中央地区）

木材・木製品
（一般製材）

製品販売高は、前年同月比で20.1％減少した。新型コロナウイルスの感染拡大により、
製品の注文が著しく低下している。12月～3月の見通しも不透明となっており、収益面
の悪化と資金繰りへの影響も懸念される状況である。

窯業・土石製品
（生コンクリート）

出荷数量は前年同月比82.8％となり、4～11月までの累計では同94.7％となった。県
南地区が同54.2％と大幅な落ち込みから前年を大幅に下回った。今年度は590,000㎥
（前年比93.7％）前後に落ち着くと思われる。

鉄鋼・金属
（ 鉄 鋼 ）

新型コロナウイルスの影響が拡大し、終息が見えない状況になっている中、工場の稼働
率も依然として低いままで、非常に厳しい状況が続いている。さらに工事物件が少ない
ため、工事額の差し値も見受けられる様になってきている。今後、稼働率の低下に加え、
安値での受注に注意が必要な状況である。

その他の製造業
（ 漆 器 ）

10月からの工芸館の販売アイテムの増加と、Go…Toトラベル事業の観光客増加の相乗
効果なのか、例年の同月期よりも大きく上回る売上高となった。一方で、県外の催事参加
業者の売上は、回復にはほど遠い状況である。

＜全国及び東北・北海道ブロックとの
	 景況DI値の比較＞

秋田県 全　国 東北・北海道

全 体 −46.7 −54.4 −50.7

製 造 業 −66.7 −59.4 −54.5

非製造業 −33.4 −50.5 −48.6

＜景況天気図＞
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【業 界 の 声】　〜非 製 造 業〜 （回答数：36名　回答率：100％）

卸… 売… 業
（商 業 卸）

新型コロナウイルスによる影響で仕入単価が通常の3倍になっている商品があり、販売価格
の交渉に苦労している。需要の停滞が続いており経営環境は厳しさを増している感がある。

卸… 売… 業
（ 古 紙 ）

回収量が7,220㎏となり、前年同月比で1.5％増加した。ダンボールが13％程度増加し
ており、ネット通販が要因とみられる。

小 売 業
（自 動 車）

11月の新車販売台数は、登録自動車1,813台（前年同月比103.6％）、軽自動車1,736台
（同100.3％）、合計3,549台（同102.0％）であった。

小… 売… 業
（ 石 油 ）

ガソリンの小売価格は1ℓあたり129円30銭で前月比10銭値を上げた。軽油は112円
70銭で前月比10銭、配達灯油18ℓは1,380円で前月比11円それぞれ値を下げた。

小… 売… 業
（ 花 卉 ）

大都市での新型コロナウイルス感染拡大により、仕入れ値の高値が続いていたが、大都
市での需要が落ち込んだ影響で地方の市場に多くの花が流れてきている。しかし、地方
の需要も上向きではないので、せりに出る品物は買いたたかれ、安値となっている。

商… 店… 街 一部に持ち直しの動きがみられるが、全体として厳しい状況が続いている。（秋田市）

Go…Toキャンペーンの影響で飲食店は以前より客足が戻ってきている様だが、まだまだ
非常に厳しい経営状態にある。一般小売店は、緊急支援対象とならなかった店舗も多く、
春以降客数、売上ともに大幅減少のまま、師走を迎えることとなった。（大館市）

サービス業
（タクシー）

全県の運行回数（対前年同月比）は70.4％、運送収入（同）は65.5％となった。Go…Toキャ
ンペーンにより観光客の入り込みがみられたが、下旬に秋田市の繁華街で発生したクラス
ターにより、新型コロナウイルス感染拡大への懸念が一層高まり、利用が回復しなかった。

建… 設… 業
（電気工事）

景況の回復が落ち着き、売上自体は前年売り上げより悪化している一方で増改築工事の
受注件数が増加している。（県南地区）

運… 輸… 業
（トラック）

4～8月まで長距離の荷動きが悪かったが、輸送斡旋については4～11月までの合計で
ようやく前年超えとなった。地元企業からの発注が多かったため、軽油の使用量が今年
度最大量となった。（中央地区）

好転 悪化 D.I値【景況DI値の推移［前年同月比］】
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● a la carte●アラカルトアラカルトアラカルト

大館市御成町二丁目商店街振興組合（木村幹人
理事長）では、昨年度、来街者の増加や各個店の収
益増加につなげていくことを目的にアクションプ
ランを策定しました。初年度となる今年度は、当
商店街として目指す統一コンセプトやキャッチコ
ピーを策定したほか、当商店街として初となるロ
ゴマークも制作しました。
これにより、視覚的に商店

街の存在を周知するととも
に、二丁目通りニッコリピー
スセール、店舗紹介パンフ
レット作成、置き傘の無料貸
し出しなどの誘客促進を行
い、お客さんに気軽に足を運
んでもらえる商店街を目指し
ていくこととしています。
木村理事長は、「魅力ある

商店街の実現に向けた第一歩であり、組合員一丸
となって踏み出したい。」と述べています。

令和2年度環境・保健事業
功労団体表彰において、秋田
県保険鍼灸マッサージ協同
組合（佐藤テル理事長）が秋
田県知事表彰を授与されま
した。
受章おめでとうございま

す。今後益々のご隆盛をご祈
念申し上げます。

退職職員のお知らせ
本会横手支所主事藤本貴寛さんが12月31日をもって退

職致しました。
藤本さんは、7年間にわたり県内の組合・業界の育成・支

援に力を尽くされ、本会の発展に大きく貢献されました。
今後益々のご活躍とご健勝をご祈念申し上げます。

■商店街ロゴマークが完成
� 〜大館市御成町二丁目商店街振興組合〜

■環境・保健事業功労団体表彰を受ける
� 〜秋田県保険鍼灸マッサージ協同組合〜

支 団 活 レ ー援 体 動 ポ ト
商店街活性化セミナーを開催	 〜秋田県商店街振興組合連合会〜

新型コロナウイルスの影響により、経営環境が
急激に変化し、県内の商店街は苦境に立たされてお
り、地域住民の不安を払拭し、安全・安心に買い物
ができるような店舗運営やサービスの提供などが
求められています。
そこで、秋田県商店街振興組合連合会（平澤孝夫

理事長）では、11月27日（金）、秋田市と大館市及び
横手市の県内3会場において、WEB形式により商店
街活性化セミナーを開催し、関係者等74名が参加し
ました。
講師には、老舗百貨店の伊勢丹勤務時に売り場づ

くりなどを手掛けていたモノコトコネクション株
式会社代表取締役徳光次郎氏を迎え、「お客様の視
点で考える、商店街の活性化とまちの再生」をテー
マに開催し、徳光氏は、「時代の変化に対応し、顧客
の声（ニーズ）を具体的に反映するとともに、顧客

ニーズの変化を察知し、柔軟に対応することが、商
店街が生き残るためには必要である。」と述べまし
た。出席者からは「昔のような賑わいのある街が人
と店によって蘇ると良い」など、アンケートを通じ
て商店街への様々な意見が出されました。
当連合会では、今後も会員のニーズに合った支援

やタイムリーな情報提供を行うこととしています。

11月24日（火）、秋田市の秋田キャッスルホテル
において、秋田県物流事業協同組合連合会の組合
活力向上事業が開催され、組合員等25名が参加し
ました。
講師には、第一合同法律事務所弁護士長谷川康

氏を迎え、令和3年4月1日より中小企業にも適用
される「同一労働同一賃金」により正規雇用労働者
と非正規雇用労働者の間に不合理な待遇差を設け
ること等が禁止される中で、「不合理な待遇差」の
判断ポイントが難しいことから、「裁判例からみる
『同一労働同一賃金』への対応」をテーマに講演を
行い、法改正と判例の内容を踏まえ、各社内で点検
すべき事項について確認しました。

出席者の中には令和6年4月に予定されている
時間外労働の上限規制適用を労務管理上の課題と
して挙げている人もいることから、今後、情報提供
を行っていくこととしています。

［研修会の様子］

［セミナーの様子］

同一労働同一賃金への対応を学ぶ（組合活力向上事業）	〜秋田県物流事業協同組合連合会〜

［PRする木村理事長］

［佐藤理事長］

インフォメーションインフォメーションインフォメーション



損害保険・生命保険
保険と暮らしの相談センター

株式会社

I S 0 9 0 0 1
JUSE-RA-2015

対象業務：損害保険代理業務
　　　　　　 生命保険代理業務

本　　　社
〒010-0951 秋田県秋田市山王6丁目5-9
　TEL 018-864-6921　FAX 018-864-6922
　URL https://www.akitahoken.co.jp

フレスポ本荘店
〒015-0011 秋田県由利本荘市石脇字田頭141-1
　TEL 0184-24-5511　FAX 0184-24-5512

県南事業所
〒019-0529 秋田県横手市十文字町街道下88-9
　TEL 0182-23-5145　FAX 0182-23-5146

谷　藤　健　二
佐　藤　弘　康

太　田　博　之

秋田県鹿角市八幡平字谷内下モ平116-12
TEL 0186-34-2011
FAX 0186-34-2013

一般区域貨物自動車運送
原木・木材の伐出及び仕入・販売

八幡平貨物
株式会社

【本店営業部】
〒010-0967 秋田県秋田市高陽幸町8番17号
TEL：018-883-1888／FAX：018-883-1822

【能代東支店】
〒016-0122 秋田県能代市扇田字東扇田165-2
TEL：0185-58-2116／FAX：0185-58-2663

【酒田支店】
〒999-8438 山形県飽海郡遊佐町比子字白木23-362
TEL：0234-75-3370／FAX：0234-75-3376

【県南営業部】
〒014-0047 秋田県大仙市大曲須和町1丁目4番地57号
TEL：0187-66-3622／FAX：0187-88-8133

おかげさまで20周年を迎えることができました。
今後ともご愛顧のほどよろしくお願いいたします。

［URL］http://www.knbs.jp

あけましておめでとうございます
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社員の健康を大切にする会社が評価される時代！

協会けんぽは、「健康経営宣言事業」を通して
　　職場の健康づくりを無料でサポートしています！

※「健康経営」はNPO法人健康経営研究会の商標登録です。

秋田県秋田市旭北錦町5‐50 シティビル秋田
TEL018‐883‐1841 （企画総務グループ）
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【協会けんぽ秋田支部 健康経営宣言エントリー数の推移】
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隣の会社は始めている⁉
秋田の健康経営宣言数


